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差別をなくすために  第 488 号 芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

　私の祖父は、車いすで生活をしています。
体が不自由ですが、いつも私たちにやさしく
笑いかけてくれる、家族みんなの大切な存在
です。
　私は毎日祖父の家に帰ります。中学三年生
のいとこ、中学二年生の姉といとこ、小学六
年生の私といとこ、小学三年生の妹。みんな
でご飯を食べて一日の事を話したり、にぎや
かで楽しい毎日をすごしています。
　ある日、祖父が急に苦しそうな顔をして体
調をくずしてしまい、救急車で病院に運ばれ
ました。私たちはびっくりして、こわくて、
不安でいっぱいでした。私たちは、お母さん
の車に乗って、みんなで病院に向かいました。
車の中ではとても静かで心配な気持ちでいっ
ぱいでした。でもその時、いつもふざけてい
るいとこのお兄ちゃんが、「大丈夫。絶対大丈
夫。」と言ってくれました。その声はとても強
くて、私たちみんなに勇気をくれました。
　後から思い出すと、いとこのお兄ちゃんも
すごく不安だったと思います。でも私たちや

家族を元気づけるために、強くなろうとして
くれたと思います。そのすがたを見て、私は
家族の大切さと支え合うことの意味を学びま
した。
　祖父が元気にもどってきた時、私たちいと
こ全員でもっと祖父と過ごす時間を大切にし
ようねと約束しました。私たちはいつも仲良
しで、支え合いながら笑顔で過ごしています。
家族みんなの気持ちが祖父の力になっている
と感じます。
　私はこれからも、祖父や家族との時間を大
切にして、だれにでもやさしくできる人にな
りたいです。そして、だれもが安心して暮ら
せるあたたかい社会を作るために、努力して
いきたいと思います。

※�この記事は、町内の小中学生が「人権」を
テーマに作成した作文で、提出された作文
の中から芦屋町人権・同和教育研究協議会
が選考したものを掲載しています。

「おじいちゃんと私たちの大切な時間」 芦屋東小学校 6 年 　德
と く だ

田 実
み の り

莉

情報公開制度と個人情報保護制度の
運用状況を公表します

　芦屋町情報公開条例第14条（運用状況の公表）と芦屋町個人
情報保護法施行条例第13条（施行の状況の公表）に基づき、公
文書の公開請求、個人情報の開示などの請求とその結果を公表し
ます。
●令和６年度情報公開状況

受付場所 総務課 議会事務局 農業委員会
公　開 ３件 0 件 0 件

一部公開 10 件 1 件 0 件
非公開 ２件 0 件 1 件
合　計 15 件 1 件 1 件

●情報公開審査請求件数　０件
●令和６年度個人情報開示請求件数　０件
●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

夜間飛行訓練を行います

　平日昼間の訓練に加えて、次の日程
で夜間飛行訓練を行います。

【ジェット機】

▽ �とき　２月 16日月・17 日火の日没
～午後９時ごろ

（予備日＝ 18日水・19日木）
【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時
ごろ

※�天候不良の場合水・木・金が予備日で
す。

【そのほか】
　佐賀駐屯地のV-22 オスプレイが夜
間飛行訓練で芦屋基地へ飛来すること
があります。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉
外室（☎２２３‐０９８１内線２５４）
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芦
屋
歴
史
の
里
の
収
蔵
品
の
ほ
と
ん

ど
が
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
贈
に
よ

る
も
の
で
す
。
令
和
7
年
度
も
寄
贈
い
た

だ
き
、
新
た
に
資
料
を
収
蔵
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
2
回
に
分
け
て
、
令
和
7
年
度

中
に
新
収
蔵
し
た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

●
岡
の
湊
（
書
籍
）

　
本
書
は
、
昭
和
2
（
1
9
2
7
）
年
に

芦
屋
教
育
会
に

よ
っ
て
発
行
さ

れ
た
芦
屋
の
名

勝
や
寺
社
、
芦

屋
に
伝
わ
る
伝

説
、
芦
屋
町
の

偉
人
な
ど
を
紹
介
し
た
冊
子
。
昭
和
初
期

の
、
芦
屋
の
歴
史
文
化
の
様
子
が
よ
く
わ

か
る
1
冊
で
す
。

●
朝
鮮
戦
争
記
念
碑
拓
本

　

芦
屋
基
地
内
に
あ
る
朝
鮮
戦
争
の
記

念
碑
の
拓
本
で

す
。
朝
鮮
戦
争

勃
発
時
、
ア
メ

リ
カ
軍
が
駐
留

し
て
い
た
芦

屋
基
地
は
、
約

70
万
ト
ン
に

も
上
る
物
資
の
輸
送
拠
点
に
な
り
ま
し

た
。
記
念
碑
は
、
航
空
輸
送
に
生
命
を

さ
さ
げ
た
将
兵
た
ち
の
た
め
に
、
昭
和

28
（
1
9
5
3
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。

●
西
部
炭
田
名
士
選
集

　
本
書
は
、
昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年
に

発
行
さ
れ
た
、

筑
豊
炭
田
地
域

に
お
け
る
石
炭

関
連
企
業
や
石

炭
産
業
の
重
要

人
物
な
ど
を
紹

介
し
た
も
の
で
す
。
芦
屋
町
出
身
で
衆
議

院
議
員
と
な
っ
た
吉
田
磯い
そ
吉き
ち
氏
や
、
そ
の

子
吉
田
敬
太
郎
氏
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
鉱
業
株
式
会
社

の
ペ
ー
ジ
に
は
、
大
君
炭
鉱
に
関
す
る
記

載
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
石
炭
産
業
の

一
端
を
知
る
貴
重
な
書
籍
で
す
。

●�

「
ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ
！
」
撮
影
セ
ッ

ト
模
型

　
映
画
「
ト
ラ・ト
ラ・ト
ラ
！
」
は
、
太

平
洋
戦
争
に
お
け
る
真
珠
湾
攻
撃
を
描

い
た
ア
メ
リ
カ
映
画
で
す
。
本
作
の
日
本

ロ
ケ
が
、
昭
和
42
（
1
9
6
7
）
年
に
芦

屋
町
の
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

ロ
ケ
を
見
に
行
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
資
料
は
、
芦
屋
で
行
わ
れ
た
撮
影
セ
ッ

ト
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
た
模
型
で
す
。
こ

の
模
型
は
、
2
月
10
日
火
か
ら
芦
屋
歴
史

の
里
企
画
展
示
「
映
画
『
ト
ラ
・
ト
ラ
・

ト
ラ
！
』
芦
屋
ロ
ケ
の
思
い
出
」
の
中
で

展
示
し
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
五
十
七

芦
屋
歴
史
の
里
　
新
た
な
収
蔵
資
料

▼
今
号
の
表
紙
は
自
治
区
（
高
浜
町
）

の
餅
つ
き
で
す
。
参
加
し
て
い
た
大

人
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
掛
け
声
と
は

裏
腹
に
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
き

つ
い
！
重
い
！
」
と
の
声
が
…
。
し

か
し
、
つ
き
終
え
た
こ
ど
も
た
ち
は

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
大
人
も

こ
ど
も
も
み
ん
な
笑
顔
で
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
も
良
い
も
の
だ
な

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
自
治
区
の

活
動
に
取
材
で
お
邪
魔
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伺
う
時

は
温
か
く
迎
え
て
も
ら
え
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。�

（
伊
藤
）

▼
今
号
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
る

K
B
C
ふ
る
さ
と
W
i
s
h
で
す

が
、
令
和
7
年
11
月
３
日
か
ら
９
日

の
１
週
間
放
送
さ
れ
、
そ
の
風
景
を

写
真
に
収
め
て
い
ま
す
。
K
B
C
の

リ
ポ
ー
タ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

訪
れ
て
、
町
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
現
地

で
見
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
リ
ポ
ー
タ
ー
の
個
性
に
関
心
を
持

っ
た
の
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る

芦
屋
町
の
人
の
話
の
上
手
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
来
年
も
実
施
さ
れ
る
場
合
、

広
報
あ
し
や
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

�

（
篠
塚
）

編
集
後
記
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